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地
籍
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
理
由
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

地
籍
調
査
事
業
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
末
時

点
の
進
捗
率
は
、
香
美
市
全
体

で
約
35
％
で
す
。
今
後
の
事
業

計
画
と
し
て
は
、
国
土
調
査
促

進
特
別
措
置
法
に
よ
り
策
定
し

た
「
第
７
次
国
土
調
査
事
業
10

箇
年
計
画
（
令
和
２
年
度
～
令

和
11
年
度
）
」
に
基
づ
き
、
山

間
部
で
調
査
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
土
地
所
有
者
の
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
、
今
後
さ
ら
に

境
界
確
認
の
困
難
さ
が
増
大
す

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
に
山
林
部
に
つ
い
て
は
早
急

に
調
査
が
必
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
た
だ
、
高
知
県
へ
毎
年

度
要
望
し
て
い
る
事
業
費
へ
の

割
当
て
が
満
額
認
め
ら
れ
ず
、

割
当
率
は
近
年
低
調
の
傾
向
に

あ
り
、
事
業
の
進
捗
が
低
下
し

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

②
地
籍
調
査
事
業
の
予
算
規
模

が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
に
加

え
、
職
員
の
減
員
な
ど
も
あ
り
、

現
在
、
香
北
町
地
区
の
調
査
を

中
止
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に

い
て
は
、
調
査
済
み
未
登
記
箇

所
が
解
消
し
た
段
階
で
、
調
査

を
再
開
す
る
予
定
で
す
。

　　

や
な
せ
た
か
し
朴
ノ
木
公
園

前
の
臨
時
駐
車
場
周
辺
の
交
通

安
全
対
策
に
つ
い
て
、
高
照
寺

へ
向
か
う
県
道
を
横
断
す
る
場

所
に
、
横
断
歩
道
を
設
置
し
て

ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
し
て
も
注
意
喚
起
を

促
す
対
策
を
要
望
し
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
、
注

意
喚
起
を
促
す
看
板
を
２
カ
所

に
設
置
予
定
で
す
。
注
意
喚
起

の
看
板
を
無
視
し
て
臨
時
駐
車

場
へ
東
進
し
て
く
る
と
、
長
い

直
線
の
後
、
緩
や
か
な
カ
ー
ブ

と
な
っ
て
お
り
、
ス
ピ
ー
ド
が

出
た
状
態
で
横
断
歩
道
に
達
し
、

さ
ら
に
危
険
な
状
況
と
な
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
高

知
県
警
へ
の
横
断
歩
道
設
置
の

要
望
は
行
わ
ず
、
看
板
設
置
の

み
で
対
策
と
し
ま
す
。

　　

美
良
布
商
店
街
の
ア
ン
パ
ン

マ
ン
図
書
館
に
つ
い
て
、
①
今

後
の
方
針
や
対
策
を
問
い
ま
す
。

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
と
し
て

は
か
な
り
古
い
建
物
で
、
「
土

　

香
美
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る

Ｉ
Ｂ
教
育
に
つ
い
て
、
市
長
は

「
予
算
が
か
か
り
す
ぎ
る
か
ら

や
め
る
」
と
い
う
発
言
を
さ
れ

ま
し
た
。
Ｉ
Ｂ
教
育
に
よ
っ
て

移
住
者
も
増
え
、
先
生
や
保
護

者
、
地
域
の
方
々
に
よ
っ
て
よ

う
や
く
根
付
き
つ
つ
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
も
力
を
付
け
て
き
て

い
る
現
状
で
す
。
今
後
、
若
い

世
代
が
香
北
を
盛
り
上
げ
て
い

く
こ
と
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｂ
教
育

は
不
可
欠
な
要
素
だ
と
考
え
ま

す
。
市
長
は
Ｉ
Ｂ
教
育
を
ど
の

よ
う
に
す
る
つ
も
り
で
す
か
。

　

Ｉ
Ｂ
教
育
に
つ
い
て
、
す
ぐ

に
や
め
る
こ
と
は
考
え
て
お
り

ま
せ
ん
。
一
方
で
、
認
定
校
だ

け
を
財
政
的
に
優
遇
し
て
い
る

現
状
（
10
校
中
２
校
）
は
、
バ

ラ
ン
ス
が
悪
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
国
の
補
助
制
度
が
で
き

て
、
市
財
政
の
年
会
費
負
担

（
２
校
で
約
280
万
円
）
が
な
く

な
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
Ｉ
Ｂ
認
定
校
を
継
続

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
こ
の
回
答
は
、
「
香
美
市

議
会
だ
よ
り
75
号
」
に
も
、
詳

し
く
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
の
た
め
、
①
市

道
と
②
県
道
久
保
大
宮
線
の
維

持
管
理
作
業
の
時
期
を
１
カ
月

程
度
早
め
て
欲
し
い
で
す
。

　

①
令
和
７
年
度
は
、
香
北
地

区
の
あ
じ
さ
い
剪
定
作
業
を
７

月
６
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
委
託
の
草
刈
に
つ
い
て
は
、

保
険
の
関
係
で
、
こ
の
前
３
週

間
、
後
１
週
間
の
６
月
14
日
～

７
月
13
日
と
す
る
予
定
で
あ
り
、

こ
の
期
間
内
で
の
作
業
を
お
願

い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
今
年
度
よ

り
、
熱
中
症
特
約
を
保
険
に
追

加
し
ま
す
。
ご
要
望
に
お
答
え

で
き
ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

②
高
知
県
中
央
東
土
木
事
務
所

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
今
年
度

は
５
月
19
日
に
各
地
区
の
代
表

者
に
集
っ
て
い
た
だ
き
、
内
容

説
明
後
、
契
約
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　

①
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
問
い
ま

す
。
②
香
北
町
は
こ
の
数
年
、

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育

(

Ｉ
Ｂ
教
育) 

の
継
続

佐
の
名
建
築
」
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
た
め
、
形
を
残
す

手
立
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

①
今
年
３
月
に
調
査
結
果
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
も
問
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
耐
震
補
強
適
用
外
建

物
で
あ
り
、
す
み
や
か
に
撤

去
・
解
体
を
行
う
こ
と
が
必
要

で
あ
る
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

今
後
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
検
討
中
で
す
が
、
建
造
物

か
ら
の
崩
落
や
落
下
に
よ
り
、

近
隣
住
民
や
市
道
通
行
者
の
皆

さ
ん
へ
の
安
全
の
確
保
を
第
一

と
考
え
た
う
え
で
、
市
の
財
政

事
情
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
方
向

性
を
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

②
現
在
、
保
存
に
関
し
て
、
何

ら
か
の
技
術
的
な
方
法
が
な
い

か
、
高
知
工
科
大
学
シ
ス
テ
ム

工
学
群
の
先
生
に
相
談
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
し
、
仮

に
何
ら
か
の
補
強
が
可
能
で
あ

る
場
合
で
も
、
高
度
な
技
術
に

よ
る
補
強
は
、
通
常
の
耐
震
補

強
の
費
用
よ
り
格
段
の
費
用
を

要
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
市
の
財

政
事
情
や
国
・
県
の
補
助
金
等

の
有
無
を
踏
ま
え
て
、
判
断
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

▼ 

物
部
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場
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ア
ン
パ
ン
マ
ン
図
書
館

今
後
の
方
針

道
路
維
持
管
理作

業
の
時
期

朴
ノ
木
公
園
前
の

交
通
安
全
対
策

問

地
籍
調
査
事
業
の

進
捗
状
況
と
予
定

答

答 答

問

問

業
着
手
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

各
段
階
で
、
経
済
産
業
大
臣
、

環
境
大
臣
と
、
関
係
自
治
体
で

あ
る
高
知
県
知
事
、
香
美
市
長
、

大
豊
町
長
が
、
事
業
者
の
計
画

に
対
し
意
見
を
述
べ
ま
す
。
現

在
、
香
美
市
は
、
事
業
者
が
作

成
し
た
配
慮
書
に
対
し
、
水
質

お
よ
び
水
量
な
ど
に
及
ぼ
す
影

響
、
地
形
や
地
盤
に
及
ぼ
す
影

響
や
土
砂
災
害
の
危
険
性
、
物

部
川
流
域
の
生
態
系
に
及
ぼ
す

影
響
、
事
業
の
安
定
性
、
事
業

者
責
任
に
関
す
る
事
項
、
ま
た
、

地
域
へ
は
十
分
な
説
明
を
行
っ

た
う
え
で
理
解
を
得
る
こ
と
な

ど
、
大
き
く
７
項
目
に
つ
い
て
、

高
知
県
に
意
見
書
を
提
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
第
２
段
階
の

方
法
書
の
作
成
に
つ
い
て
は
、

高
知
県
よ
り
、
通
常
１
年
程
度

を
要
す
る
も
の
と
聞
い
て
お
り

ま
す
が
、
配
慮
書
の
段
階
で
、

全
国
か
ら
206
件
に
も
及
ぶ
意
見

が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
作
成
に
は
時
間
を
要
す
る

よ
う
で
す
。
市
が
提
出
し
た
意

見
書
の
事
項
に
つ
い
て
は
、
事

業
者
が
示
す
そ
の
対
応
、
対
策

に
有
効
性
が
あ
る
の
か
な
ど
、

数
年
を
か
け
て
、
方
法
書
以
降

の
手
続
の
中
で
対
応
し
て
い
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
４
段
階
目
の
環
境
影
響

評
価
書
の
手
続
が
完
了
し
た
と

し
て
も
、
経
済
産
業
大
臣
の
許

可
が
下
り
な
い
限
り
、
風
車
設

置
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
市
と
し
て
も
、
法

令
に
基
づ
く
説
明
会
の
実
施
の

際
な
ど
に
は
、
市
の
広
報
誌
な

ど
を
通
じ
て
広
く
周
知
す
る
と

と
も
に
、
事
業
者
に
対
し
、
地

域
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
を
具
体

的
か
つ
丁
寧
に
行
い
、
質
問
な

ど
に
は
真
摯
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
計
画
に
対
す
る
理
解
を

得
た
う
え
で
事
業
を
検
討
し
て

い
く
こ
と
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

【
依
光
市
長
】

現
時
点
で
依
光
晃
一
郎
個
人
と

し
て
は
、
反
対
と
い
う
意
見
を

持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
行
政
と
し
て
現
段
階
で
反

対
と
は
明
言
で
き
な
い
た
め
、

今
後
の
手
続
や
提
出
物
な
ど
を

精
査
し
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　　

災
害
時
の
迂
回
路
を
確
保
で

き
る
よ
う
、
対
策
を
お
願
い
し

ま
す
。
（
別
府
へ
の
林
道
が
災

害
で
寸
断
さ
れ
、
土
砂
崩
れ
等

で
孤
立
し
て
し
ま
う
た
め
）

　

(

株) 

Ｇ
Ｆ
に
よ
る
風
力
発
電

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の

方
々
か
ら
心
配
の
声
を
聞
き
ま

す
。
風
力
発
電
事
業
計
画
に
対

す
る
行
政
の
ス
タ
ン
ス
と
見
守

り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
、
何
か
あ
っ

た
場
合
に
責
任
を
ど
う
取
る
の

か
問
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、
ご
指

摘
の
と
お
り
国
の
重
要
な
柱
に

位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
先
日

改
定
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
で
は
、
将
来
的
に
太
陽
光

や
風
力
な
ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
最
大
の
電
源
と
す
る
方

針
と
し
て
い
ま
す
が
、
積
極
的

に
再
エ
ネ
導
入
を
推
進
す
る
に

も
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
も

の
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
法
で
は
、

一
定
の
規
模
以
上
の
事
業
に
つ

い
て
、
事
業
者
自
ら
が
、
そ
の

事
業
が
環
境
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
す
の
か
を
調
査
・
予

測
・
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
公

表
し
て
広
く
意
見
を
聴
き
な
が

ら
、
環
境
の
保
全
に
つ
い
て
適

正
な
配
慮
を
行
う
「
環
境
影
響

評
価 

(

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト)

」

を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
香
美
市
・
大
豊
町
で
計

画
が
検
討
さ
れ
て
い
る
風
力
発

電
事
業
も
、
こ
の
環
境
影
響
評

価
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

環
境
影
響
評
価
の
手
続
の
流
れ

は
４
段
階
あ
り
、
現
在
は
第
１

段
階
で
あ
る
「
計
画
段
階
環
境

配
慮
書
」
の
手
続
が
終
了
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
「
計
画
段

階
環
境
配
慮
書
」
と
は
、
事
業

者
自
ら
が
、
事
業
を
行
う
場
所

や
規
模
な
ど
の
検
討
段
階
で
、

「
環
境
保
全
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
項
目
に
配
慮
す
る
の
か
」

を
示
す
も
の
で
す
。
第
２
段
階

は
「
環
境
影
響
評
価
方
法
書
」

で
、
事
業
者
が
第
１
段
階
の
配

慮
書
で
示
し
た
項
目
に
つ
い
て
、

「
ど
の
よ
う
な
方
法
で
調
査
・

予
測
・
評
価
を
す
る
の
か
」
を

示
す
も
の
で
す
。
第
３
段
階
は

「
環
境
影
響
評
価
準
備
書
」
で
、

事
業
者
は
、
第
２
段
階
で
選
定

し
た
項
目
や
方
法
に
基
づ
き
、

調
査
・
予
測
・
評
価
と
い
っ
た
、

環
境
影
響
評
価
を
実
施
し
ま
す
。

最
後
の
第
４
段
階
は
「
環
境
影

響
評
価
書
」
で
、
事
業
者
は
、

第
３
段
階
で
行
っ
た
調
査
・
予

測
・
評
価
に
基
づ
き
、
環
境
へ

の
影
響
を
評
価
し
ま
す
。
事
業

者
は
、
こ
れ
ら
４
段
階
の
手
続

を
す
べ
て
完
了
し
、
初
め
て
事

風
力
発
電
事
業
に

対
す
る
市
の
対
応

災
害
時
の
迂
回
路
の

確
保
（
孤
立
対
策
）

　

物
部
町
の
西
熊
か
ら
別
府
へ

抜
け
る
林
道
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
災
害
復
旧
工
事
を
進
め
て

お
り
、
５
月
末
を
目
途
に
通
行

が
可
能
と
な
る
予
定
で
す
。

（
現
在
、
予
定
ど
お
り
通
行
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
）
ま
た
、

長
ら
く
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
規
の
迂
回
路
と
な
り
得
る
林

道
立
花
南
池
線
の
開
設
工
事

（
県
営
工
事
）
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
よ
り
再
着
手
し
て
い
ま

す
。
交
付
金
等
の
状
況
に
よ
り

進
捗
が
変
わ
り
ま
す
が
、
工
事

完
了
予
定
時
期
は
、
令
和
10
年

代
前
半
と
の
こ
と
で
す
。


